
表 2-劣化度の評価基準 
Ⅰ：亜鉛層が残っている状態

Ⅱ：亜鉛層の劣化が進み、合金層が局部的に露出した状態

Ⅲ：亜鉛層が消耗し、合金層が全面的に露出した状態

Ⅳ：合金層の劣化が鋼素地付近まで進んだ状態

Ⅴ：めっき皮膜が消耗し、劣化が鋼素地に至っている状態

表 1-防食方法の耐久年数 
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●はじめに 
鋼道路橋の防食法は一般的に塗装や耐候性鋼、金

属溶射などが用いられていますが、鋼橋の支承や高
欄、検査路、排水装置等には溶融亜鉛めっきを用い
ていることがあります。 
今回のなんでもインフォでは溶融亜鉛めっきに

ついて紹介したいと思います。 

●防食原理 
溶融亜鉛めっきは、鉄素地に接して亜鉛と鉄か

らなる合金層と表面の純亜鉛層からなる皮膜(溶
融亜鉛めっき層)を形成しています。 
大気中における亜鉛皮膜は、亜鉛表面に形成さ

れる塩基性炭酸亜鉛などの腐食生成物が緻密で耐
食性(防食性能の耐久性)が高い不働態被膜を形成
し、内部の亜鉛の腐食を抑制します。 
溶融亜鉛めっきでは、亜鉛が鉄に対して犠牲防

食作用を持つことが大きな特徴です。これは亜鉛
そのものが鉄より電気化学的に卑な金属でイオン
になりやすいことに基づくもので、めっき皮膜に
傷がついて鋼素地が露出したとしてもその面積が
一定の大きさに達するまでは、周囲の亜鉛が皮膜
損傷部の鉄素地よりも先に腐食され再び亜鉛の腐
食生成物によって覆われその後の腐食の進行を抑
制し、局部腐食・孔食を起こしにくくなります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●溶融亜鉛めっきの耐久年数 
溶融亜鉛めっきは塗装に比べ耐久性に優れてお

り、一般環境では 100 年程度の耐久性が見込まれ
ています。 
 
 
 
 
 

 
 
●溶融亜鉛めっきの劣化 

防食原理の項で説明した防食機能も、塩分の影
響を受けるような厳しい環境では、不働態皮膜が
形成されず、めっき被膜の消耗が激しくなるの

で、溶融亜鉛めっきの採用には、採用可能な環境範
囲内であることを確認する必要があります。 
また、亜鉛は水に浸かるような状態が長く続くと、

その部分から亜鉛が溶け出し、合金層、鋼素地がさ
び始ます。ここで示した理由から、滞水しやすい部
位での溶融亜鉛めっきの採用は、期待通りの防食機
能を保つことができない可能性が高く、他の防食法
を併用するなど十分な検討が必要になります。 

●溶融亜鉛めっきの点検 
防食原理の項でも触れましたが、めっき被膜は表

層の亜鉛が消耗し、次の合金層が表面に露出しても
鋼材の防食機能に変化はありません。ところが、合
金層が露出すると合金中の鉄が酸化して外観が変色
する傾向があるので対象部材の鉄さびと混同しない
ようにする必要があります。そのため、下の表を基
に損傷の程度を参考に診断を行います。 
 
 
 
 
 
 
 

●溶融亜鉛めっきの補修 
溶融亜鉛めっきが劣化した場合には、部材の再め

っきが考えられますが、現地では再度めっき処理を
行うことが出来ません。そのため、めっき被膜の補
修は原則として損傷が小規模で鋼素地の露出が少な
い場合は塗装を行い、損傷が広範囲にわたり鋼素地
の露出が多い場合には金属溶射で行います。 

●溶融亜鉛めっきの JIS 規格の改正 
溶融亜鉛めっきは令和 3 年 12 月 20 日にＪIS 規

格の改正がありました。 
これにより、従来のめっき付着量を基準として決

められた HDZ 表記ではなく、膜厚を基準として決め
られる HDZT 表記になりました。これは、対応する
国際規格(ISO1461:2009)が膜厚を基準として品質を
管理していること、技術の進歩により膜厚計の測定
精度が向上し、高い精度でめっき被膜を管理する方
法が普及している点が理由として挙げられます。 

●おわりに 
今回は、鋼橋における溶融亜鉛めっきについて紹

介してみました。 
こうした鋼部材の損傷の点検・補修を行うことに

よって、部材の耐久性、安全性を確保することで、
私たちの暮らしをより長く支えます。 
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図 2 亜鉛めっきの防食機構 図 1 鉄と亜鉛の腐食機構 
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